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第 I章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査に至る動機

上曽根遺跡は佐久市の北部、浅間山南麓末端部の南西に放射状にのびる田切り地形に挟まれた

栗毛坂遺跡群の北部に位置し、標高774mを測る。

1989年度（平成元年）には、南西に隣接する西曽根遺跡が雇用促進住宅建設に先立って佐久市

埋蔵文化財調査センターにより発掘調査され、奈良時代の竪穴住居址 2棟と掘立柱建物址17棟等

｀ 
が検出された。

この度、長野県酒類販売株式会社佐久支店の倉庫・事務所等が建設されることになり、遺跡の

保護処置が必要となった。保護協議は県文化課の指導により数回行われ、遺構の存在の有無、性

格等を把握するため、第 1次調査を実施し、その結果を得て建設等により破壊される部分につい

て本調査を行うこととなった。

調査は、長野県酒類販売株式会社佐久支店からの委託を受けた佐久市教育委員会・佐久埋蔵文

化財調査センターが実施する運びとなった。

第 1図 上曽根遺跡の位置 (1: 50,000国土地埋院地形図による）
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第 2節発掘調査日誌

4月17日 第3・4・5トレンチを入れた結果、 5トレンチ内の中央西側より住居址

(H 1号）が確認された。また、本址の西側寄りからは掘立柱建物址 (F1 

号）が認められた。

4月18日 第6・7・8のトレンチを入れた結果、第 6トレンチの中央やや東寄りか

ら住居址 (H2・3号）が 2棟確認された。

4月19日 第 1・2・9・10のトレンチを入れたが遺構のないことが確認される。今

日までに10本のトレンチを入れ、調査区全体の 9割にトレンチを入れたこと
＊ 

になる。しかし第 5・6トレンチを除く他のトレンチからは遺構が検出され

ないことが認められた。よって本調査区内の遺構密度は極めて薄いことが確

認された。

建造物により破壊の影響を受ける Hl号住居址の掘り下げ作業を開始する。

4月20日 第11トレンチを入れたが、遺構のないことが確認される。 トレンチ入れの

作業は今日をもって終了し、試掘したトレンチの写真撮影を行う。第 5・6

の遺構が確認されたトレンチを残し一部埋め戻し作業を開始する。

4月21日 Hl号住居址を床面まで掘り下げた結果、 覆土および床面より獣骨が多量

に検出される。第 6トレンチの土層観察をするため壁面を精査する。

4月23日 Hl号住居址の実測を始め、第 6トレ ンチの土層観察を行う。並行しH2・ 

3号住居址の確認精査を行い、実測、写真撮影を行う。

なお、 HZ・3号址については建造物による破壊を受けないため遺構の確

認調査で調査を終了する。

4月24日 Hl号住居址の実測を終了し、写真撮影を行う 。作業機材の撤収をする。

冬期の 1月-3月まで整理作業を行った。
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第II章遺跡の環境

第 1節上曽根遺跡付近の地形

第2図 周辺遺跡分布図 (1:17,500)

第 1表周辺遺跡一覧表

No. 佐分油 ・遺 跡 名 所 在 地 立地
時 代

縄弥古奈 平 中

l 4 上曽根遺跡 岩村田字上曽根 台地

゜゚゜1-1 4 中曽根遺跡 岩村田字中曽根 ＂ 
2 16 鵜縄澤端一里塚 岩村田字鵜縄澤端 ＂ 
3 11 跡坂遺跡群 小田井字咬月他 II 

゜゚゜゚4 12 中金井遺跡群 小田井字西浦他 段丘

゜゚゜゚゜5 4 曽根城遺跡 小田井字曽根城 台地

゜゚゜゚゜6 7 周防畑遺跡群 長土呂字周防畑他 ＂ ゜゚゜゚゜7 8 芝宮遺跡群 長土呂字北上中原他 ，I 

゜゚゜゚゜8 ， 長土呂遺跡群 長土呂字長土呂隠し他 ＂ ゜゚゜゚゜
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， 541 曽根新城跡 岩村田字下穴虫 台地

゜10 45 新城遠跡 岩村田字新城 低地

゜゚゜゚II 41 枇杷坂遺跡群 岩村田字枇杷坂 台地

゜゚゜゚12 42 中久保田遺跡 岩村田字中久保田
＂ ゜゚゜゚13 43 西赤座遺跡 岩村田字西赤座他
＂ ゜゚゜゚14 52 岩村田遺跡群 岩村田字六供後他
＂ ゜゚゜゚゜15 44 上岩子遺跡 岩村田字上岩子他 低地

゜16 53 潰石遠跡 上平尾字潰石・中川原他 台地

゜゚゜゚゜17 46 腰巻遺跡 下平尾字腰巻・高内 段丘

゜゚゜゚18 47 西大久保遺跡群 上平尾字西大久保他 台地

゜゚゜゚゜

＊ 

第III章層 序

第 1節基本層序

Om 

II 

0.5m 

1m 

1.5m 

第 3図 上曽根遺跡基本層序模式固
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第 3図模式図に示したように遺構の検出

状況から文化面が「 3面」認められた。

第1面が形成されている面は、 Hl号住居

址が確認された第III層の上面であり

平安時代以後の遺構が存在する。

第2面が確認された面はH2・3号住居址

が検出された第V層の上面で、当遺

構は砂・小礫層 (0.5-3. 0cm大の礫）

及び、第VI・VII層の黒色層、更に、

第VIII層の黄色ローム層の各層を切っ

て構築されている。

第3面が形成される面は、第YIU層の黄色ロ

ーム層の直上部（第VII層）と考えら

れ、古墳時代以前と思われる掘立柱

建物址 (F1号）が確認された。



I層(a) 10YR3/1 黒褐色土 田の耕作土。

I層(b) 5 YR2/4 極暗赤褐色土 田の床土。

II層 7.5YR2/2 黒褐色土砂質でスコリアが微量混入。

III層 7 .5YR4/4 黄 褐 色 土 砂 質で小礫 (0.5cm大）が微量混入。

IV層 7.5YR3/3 暗褐色土砂質で小礫 (1cm大）が混入。

v層 7 .5YR6/l 褐灰色土砂・小砂礫。

VI層 7.5YR2/2 黒褐色土砂、黄色ブロ ックが混入。

VII層 7 .5YR1. 7/1黒 色 土泥質の層で粘性なし。

VIII層 7.5YR7/8 黄橙色土パミスが少量混入。

亀`

第IV章遣構と遺物

第 1節竪穴住居址

1) H 1号住居址（第 4-9図、図版ー～三）

Hl号住居址は、第 5トレンチの西側で検出された。確認面は第 3層の上部で認められ、第IV・

V・VI層を切って構築されていた。平面形態は南北約5.5m、東西4.6mで南北に長い隅丸長方形を

呈するが、南東のコーナーが内側に入りこむ特異な形態を呈していた。壁高は40-50cmを測り、

壁面には第III・IV・V層の崩落を防ぐためであろうか、にぶい黄褐色の土が薄く貼られていた。

床面はほぼ平垣で、全体的に軟弱であった。しかし、カマドの周辺部は堅いことが看取された。

ピットは、北側中央附近から 1箇検出された。形態は南北38cm、東西30cmの円形を呈する。深

さは48cmと深く、床面よりほぼ垂直に掘りくぼめられていた。

覆土は 5層に分層された。第 1層と第 2層はほとんど同一であり、パミス・黒褐色のローム粒

子 ・ロームブロ ックが多く混在していた。

カマドは南東コーナーに設置され、焚口部を西にし、煙道部は東側に配されていた。又、住居

址の南東コーナーは、カマドの南側袖部を共有していたものと考えられ、第 5図にみられるよう

に安山岩礫が数個配されていた。尚、北側袖部の残存状況は全く確認できず、旧状を看取するに

いたらなかった。又、第 4図にみえるようにカマド前方部を中心に安山岩礫が床面上 5-10cm浮

いて散布しており、これらもカマドの構築材であろう。火床部は床面より最も深いところで約15

cmと比較的浅く掘りくぼめられており、中央ゃや煙道寄りには、円錘形を呈する軽石の支脚石が

配されていた。尚、当部からは、次に述べる煮沸具、及び、羽釜が出土した。

-5-
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1層 暗褐色土 10YR3/3 中～小パ ミスを少量、 2層をプロ ック状に含む。
2層黒褐色土 10YR2/2 小パミ スを微醤含む。

3層暗褐色土 10YR3/4 小バ ミス・ 2層を少量含む。

4層黒褐色土 10YR2/3 小パ ミスを少量含む。
5層 にぶい黄褐色土 10YR4/3 小パ ミスを微輩含む。

(I 80) 

゜
2m 

第 4図 Hl号住居址実測図

出土遺物は第 6図 1. 第 8図1に示した、鍋 2個体（図版四 1・2)、及び羽釜片 2点、カワラ

ケ1点、軽石の石製品 1点がある。

此等の出土遺物中から「鍋」、「羽釜」、更には土師質土器などで本址のおおよその時期が推察さ

れよう。 '

第6図の鍋は1/2が残存しているが、内外面に把手のたぐいは付加されていないと思われる。外

面の底部器形はフラ ットであり、立上り部が丸身をおび、口縁部に向って直立している。口縁部

は受口状に変化し、内面に稜が形成されている。外面は折返し口縁状にみえ当部断面形態は三角

形を呈する。調整は外面口縁部、及び、内面口縁から見込までが粗いハケ目状のナデが施され、

外面の体部はミガキが施される。内外面の底部はナデ調整が主であるが、特に外面底部の中央部
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1層 極暗赤褐色土 2.5YR2/2 砂を少量含む。 A-
2層 黒 褐 色 土 7.5YR3/2 炭を多誠、焼土を少量含む。

3層極暗褐色土 7.5YR2/3 焼土・炭プロックを含む。

4層 極暗赤褐色土 25YR2/2 灰 ・焼土を含む。

5層 黒 褐 色 土 7.5YR2/2 砂を含む。

6層暗赤褐色土 2.5YR3/6 焼土。

7層 黒 褐 色 土 7.5YR3/2 炭 ・焼土粒子を含む。

8層 暗 褐 色 土 7.5YR3/4 黒色土 (7.5YR2/l)を含む。

9層 灰 褐 色 土 7.5YR4/2 焼土プロック（小）を少量含む。

10層 暗赤褐色土 2.5YR3/6 焼土。（構築土が焼けたもの）

11層 黒 褐 色 土 75YR2/2 

喜。 (I :30) 1m 

第 5図 Hl号住居址カマド実測図
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O(l:4)5cm 
~ ~ 

第6図 H 1号住居址出土土器実測図

は意識的にザラついた（粗い）仕上げである。胎

土は砂粒を多量に含み焼成は良好である。

第8図 1の鍋は図上復元により口径38.0cm、器

高23.1cmの大型のものである。把手が付加される

かは分からないが第 6図 1の様子から付加されな

いことが考えられる。外面の胎土、焼成、及び、

底部器形は第 6図 1とほぼ同じであるが、口縁形

態はゆるやかに内彎しながら外反して立ち上り、

ロ辺部でつよく外反する。調整については 1と違

｀ い、ハケ目調整は行なわれずヘラ削りの後ナデで

仕上げている。

第9図 1は羽釜であるが、残存片からは全体の

器形は分からない。しかし、「ツバ」の剥離した痕

跡からツバが全周せず、とぎれていると思われる。

調整は内外面ともナデが施され、胎土は鍋と同じ

く3点とも非ロクロ成形である。

以上の点から 3点の煮沸具は古代から中世への

過渡期的な様相が極めて強いことが考えられ、又、

出土した第 6図2の土師質土器から本址は12世紀

代と思われる。

O
V
 0(1:4)5cm . . 

第 7図 Hl号住居址出土石器実測図
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□ スス付着範囲 旦舅胎土に砂が多量に含ま れる範囲

第 8図 Hl号住居址出土土器実測図
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第 9図 Hl号住居址出土土器実測図

2) H 2号住居址（第10図、図版三）

HZ号住居址、及び、後述する H3号住居址は、調査区域内から確認されたが、当地点は建設

物等の影響がないため遺構の掘り下げは行なわず、遺構確認による調査にとどめた。

本址は第 6トレンチの東側より確認された。当遺構の確認面は第 3図の層序模式図に示したよ

うに第V層の上面であることが認められ、 H3号住居址と重複し、本 2号址の北側は破壊されて

いる。平面形態は南北4.5m・ 東西4.8mのほぼ隅丸方形を呈する。南北軸方向は平面プランから

N-38°-Wであることが推測される。

本住居址はH3号住居址の出土遺物から古墳時代後期から平安時代の初頭以前と思われる。

3) H 3号住居址 （第10・11図、図版三）

本址の確認面は、 HZ号住居址が検出された第II層の上面であり、 HZ号と重複しHZ号址の

北側部を破壊している。平面形態は南北約4.8m、東西約5.0mの隅丸方形を呈するものと思われ

る。南北軸方向は、平面プランから N-37°-Wであることが推測される。

出土遺物は、サブトレンチ内より高台付長頸壺の高台部、及び、高杯の脚部が確認された。

本住居址は、出土遺物より古墳時代後期から平安時代初頭期に比定されよう。

- 10-
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／三 三
O (J:4)5cm 

~ ~ 

第11図 H3号住居址確認土器実測図

第 2節掘立柱建物址

1) F 1号掘立柱建物址（第12図、図版三）

本遺構は第 5トレンチの西側から検出された。遺構確認面は第 3図模式図に示した第VIII層の上

部で黄橙色土のローム層からであった。ピットの形状は径40-50cmの円形を呈し、確認面からの

深さ20-40cmを測る。規模は東西、南北ともに約220cmを測る。

所産期は出土遺物等がなく明確ではないが、奈良時代～古墳時代後期の住居址 (H3・2号）

u 
u ヽ I 

A —• ~2 ◎ ~I - A ' 

□P7 

c>p5 

◎的
B-0 PIO c的

◎ P6 
鳳—B'

◎ Pg ◎) I']] 

◎ ~1 3 
I 

U 
U 

◎ 
Pl2 

A--冒冒冒冒冒昌J.-A
B- 744.&旦 B'

贔
0 (I : 80) 2m 

第12固 F 1号掘立柱建物址、及ぴピット群実測図
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が検出された層序等から推測して古墳時代後期以前と思われる。

なお、本址周辺には 7個のピ ットが認められるが、当遺構との関連性も考えられる。

第v章ま と め 事

今回行われた上曽根遺跡の発掘調査は、先ず調査対象地内に11本のトレンチを入れ遺構の確認

を行なった。その結果、建造物により破壊の影響を受ける Hl号住居址、及び、 F1号掘立柱建

物址、ピット群の各址を完掘調査し、一方、破壊の影響を受けないと思われる HZ・3号住居址

については遺構の確認調査のみにとどめた。

検出された遺構は、第 5トレンチ内より平安時代後期と思われる住居址 (H1号）が確認され、

更に、当遺構の西側から掘立柱建物址（古墳時代以前と推定）が検出された。また、第 6トレ ン

チ内からは住居址が 2棟 (H2・3号）確認された。此の 2棟は黄複関係にあり、 H3号住居址

（奈良時代）は、 H2号住居址（古墳時代後期）を破壊していることが認められた。

以上、本調査によ って住居址 3棟、掘立柱建物址 1棟が確認されたが、各遺構の検出状況から

文化面が『 3面』認められることが判明 した。

• 第 3 図の模式固に示した よ うに文化面第 1 面が形成されている面はHl 号住居址が確認された

第III層の上面であり 、平安時代以後の遺構が存在する。また、当遺構は第III・IV・V・VI層のい

わば河川の氾濫とも思われる砂 ・小礫層を切って構築され、床面直下は第VII層上部の黒色泥質層

であ った。9・文化面第 2面が確認された面は、 H2・ 3号住居址が検出された第V層の上面であり、

Hl号址と同じく第V ・VI・VII層の各砂礫層を切って構築され、床面直下は第VIII層の黄色ローム

層上部であることが認められた。文化面第 3面が確認された面は、第VIII層の黄色ローム層の直上

部と考えられ、古墳時代以前と思われる掘立柱建物址が検出された。

また、上曽根遺跡の発掘調査で確認された遺構、および、層序から当遺跡一帯は奈良時代～平

安時代において河川等の氾濫があったことが窺われた。
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付 編

上曽根遺跡H1号住居址出土馬骨

群馬県立大間々高等学校

教諭 宮崎重雄

上曽根遺跡は、長野県佐久市岩村田字上曽根に所在する。Hl号住居址は12世紀代の終り （平

安時代後期）に営なまれたもので、南北5.5m、東西4.15mの隅丸方形をなし、南東隅にカマドが

設置されている。馬骨の出土は主に住居址内覆土の第 3層中からで、床面より 5-15cm浮いてお

り、 12世紀後半以降に埋没したものと考えられている。保存状況はきわめて不良で、部位の確認

に困難を伴うが、出土部位はほぼ全身におよんでいることが分かる。助骨、椎骨、遠位部の指骨

などが見られないのは、土中における溶解によるものと思われる。各部位は、本来の解剖学的位

置から大部ずれてはいるものの、頭部を南にし、尾部を北に向けている傾向は窺える。この解剖

学的位置の乱れは何に原因しているかは分からない。頭部の上には径28X 18cmの礫が載った状態

で出土しており、埋葬に伴うものである可能性も考えられる。

住居址内から馬骨の出土している例は、群馬県高崎市大八木町にある熊野堂II遺跡でも知られ

ている。このうち平安時代前期に営まれたとされる36号住居址、 50号住居址、 69号住居址からそ

れぞれ 1体、 1体、 7体の馬骨が検出されている。いずれも出土部位は馬歯のみで、体幹骨、四

肢骨は見られず、当時の祭祀に関連した遺跡と考えられている。一方、本遺跡の馬骨は解剖学的

位置に乱れがあるものの、四肢骨がほとんど残存し、熊野堂II遺跡とは遺跡の性格が異なるよう

である。おそらく廃棄された住居址内の凹地形を利用して埋葬されたものであろう 。

個体数は 1体である。性別を判断する材料は得られない。

萌出している永久歯は萌出後間もない第一後臼歯、および萌出直後の第二後臼歯のみである。

第二後臼歯の咬耗は上顎 ・下顎とも咬合面の全面に及びかけているが、最遠心部までは達してい

ない。前臼歯は萌出途上にあり、乳臼歯と生え代わっていない。第三後臼歯も未萌出である。四
2) 

肢骨では15-18ヶ月で癒合するとされる 中手骨の遠位端がすでに癒合を終了している。これらの

ことから、この馬の年齢は 2オ程度と推定される。この馬の死因について 2オという年齢からし

て、なんらかの理由による殺生、事故死、病死などが考えられるが、残在する骨の状況から、そ

のいずれであるかを判断するのは不可能である。・
3) 

体高推定に必要な計測部位のうち全長が計測できたのは中手骨のみで、これを林田ほかの体高

-15-
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~ 左胆骨

右踵骨

左中手骨り

<:,. 
こ右中足骨

後肢基節骨D右距骨 『左上腕骨

Ga 
， —- 左上顎第 1後臼歯
右撓骨 左上顎第 2後臼歯～第 4後臼歯

右上腕多 （ 右上顎第 2後臼歯～第 4後臼歯
左上顎 窯汰――― 第 1乳前臼歯～第 3乳前臼歯

第2後臼歯~ 
左月甲骨戸第 3後臼歯 口

~ -・-
前肢基節骨-

右中手骨旦顎骨

前肢中節骨 冬

左下顎第 1後臼歯

R 

〇 意 少
cョ

＾
 。 (1 : 40) 2m 

第 1図 Hl号住居址馬骨出土分布図

推定式に代入すると、 129.28cmの値が得られる。本個体はまだ永久歯の生え揃っていない馬では

あるが、骨端の癒合し終わった成長のはぼ止まった中手骨の全長に基づいて算出されたもので、

ほぼ成体時の体高を示していると見て差し支えない。

新田義貞の鎌倉攻め (1333年）の時に軍馬として使用され、戦死したとされる38頭の馬の平均
4) 

体高が129cmと記録されている。また、農馬あるいは駄馬と して使用されたと思われる江戸時代中
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5) 

期の馬が藤岡市上栗須から27個体分出土しているが、平均体高は126.4cmである。本個体の体高は

鎌倉時代の軍馬の平均体高の方に近く、乗用あるいは軍馬として飼養されていた可能性の方が高
6) 

いと考えられる。なお、林田は日本の在来馬を体高129-138cmの馬を中型馬、体高105-122cmの

馬を小型馬に分類しているが、本個体は、これら日本の在来馬のなかでは、中型在来馬すなわち

現在の長野県に生存する木曽馬、宮崎県の御崎馬、北海道の土産馬に匹敵する馬格であったとみ

られる。

引用文献

1. 宮崎重雄 (1991)熊野堂遺跡II地区出土の馬歯について「熊野堂遺跡(2)」.138-156. 群馬県

、`教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査事業団 ・東日本旅客鉄道株式会社．

2 . Silver. I. A., (1971) The Ageing of Domestic Animals. In Brothwell. D., Higgs. E & Clark. 
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報告書」. 10-15. 社団法人日本馬事協会

第 1表永久歯計測値 第2表乳臼歯計測値

第二前臼歯 第三前臼歯 前第臼四歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第乳臼一歯 第乳臼二歯 第乳臼三歯

上顎 下顎 上顎 下顎 上顎 上顎 下顎 上顎 下顎 下 顎 下顎 下顎

歯冠長 33.5 33.0 28.5 31.0 28.3 25.3 32.0 26.2 26.5 歯冠長 33.0+ 27.8 29.4 

歯冠幅 24.0 15.6 21. 4 25.7 14.0 25.0 8.3+ 歯冠幅 12.5 12.0 

歯冠高 52.0 52.0 41. 0 48.0 83.3 60.0 88.0 歯冠高 11. 0 15 0 15.0 

単位mm
ヽヽ

単位mm

第3表中手骨計測値・比較表 第4表指骨計測値

本個体 野間馬＊ トカラ馬＊ 木曽馬オ 前基節肢骨 中月lj節肢骨 後基節肢骨

最大長 211.5 183.2 200.l 223.6 最大長 79.3 43.0 75.0 

近位端幅 39.8 43.8 48.6 

遠位端幅 40.8 43.l 46.0 

＊ ：大塚ほか(1985)')による 単位mm
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近位最大幅 46.0 

骨体中央最小幅 28.5 

遠位最大幅 38.5 

踵骨全長： 90.7mm 
距骨全長： 53.0mm 

27.7 

41. 7 

単位mm
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